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鎌倉街道とは何か。
　鎌倉街道についての関連書を見てみると共通してだいたい次のような説明になるようです。
 　中世において鎌倉から関東諸国をとおり信濃や越後、そして陸奥などの地方を結ぶ交通路で、いわゆる鎌倉幕府の御家人が「いざ、鎌倉」と馳せ参じた道であり、 鎌倉時代から戦国時代までの関東武士の栄枯衰退の歴史を物語る道である。しかし実態としては詳細な道筋や姿はあきらかでなく「幻の道」と呼ばれている。 
 　鎌倉街道とはいっても一つの道ではなく、広い関東地方だけでも現在までの研究等でわかっていることは 主要幹線としての三本の道「上道」「中道」「下道」と呼ばれている道が存在したということです。上道、中道、下道という呼び名の由来は、ハッキリしたことは解っていないようですが、古代の都のある奈良盆地に、これと同じ呼び名の道が存在するそうで、そこから名ぞらえて来ているとも言われています。
 　それから鎌倉街道というこの道の呼び名ですが、 これも関係書等で共通して説明していることは、江戸時代の文政年間に編さんされた『新編武蔵風土記稿』に「鎌倉街道跡残れり」とか「鎌倉古道と唱る所あり」などと書かれていて、 どうやらこの頃からそう呼ばれるようになったようです。それは又江戸時代には江戸を中心とした五街道が整備され鎌倉街道はすでに主要幹線路ではなくなり古道化していたと言えましょう。
　それでは鎌倉街道が主要道として機能していた鎌倉時代や室町時代の中世にはこの道は何と呼ばれていたのか。鎌倉時代の史書『吾妻鏡』には 「奥大道」「下道」というのがでているそうです。又南北朝の『太平記』には「上道」「下道」、『梅松論』では「武蔵路」「下道」、などと書かれているそうです。 しかしこれらの史書の呼び名はそれぞれ共通の道筋を指していないようで例えば『吾妻鏡』の「下道」はその道筋から後の「上道」と考えられています。 そしてこの「上道」「中道」「下道」のような呼び名は鎌倉とその周辺部あたりにかぎられて呼ばれていたようで、それ以遠は『吾妻鏡』の「奥大道」のような 呼び方が使われていたのではないかと考えられているそうです。又「大道」という呼び方は、 古くは「日本書紀」にも見られるそうでこれはつまり鎌倉街道のさらに古い元の道は古代からの主要道と繋がりがあると言えるのではないでしょうか。 
　次に鎌倉街道で今回ご案内する「上道」以外のだいたいの道筋をあげてみましょう。
 　（上道の説明は左をクリックしてください。　上道について　）
 埼玉県内を通る「上道」以外の鎌倉街道としては「中道」が鎌倉の巨福呂坂を越えた後、大船、横浜市の戸塚あたりを通り、鶴峰、中山、荏田、 二子玉川、渋谷、新宿、王子、岩淵（赤羽）、旧入間川を渡り川口、鳩ヶ谷、大門、岩槻、幸手、栗橋、利根川を渡り古河、小山、宇都宮を経て奥州へ向かい、 この道は「奥州道」とも言い一部近世の日光御成街道として使用されていたようです。
 　また埼玉県内にはこれらの道以外にも飯能から秩父を通り上州へ抜ける「秩父道」や「上道」の所沢から富士見、浦和、大宮、上尾、白岡、加須を通り 「中道」に繋いでいた「羽根倉道」という連絡路もあったということです。又これら以外に枝道、脇道など至るところに通じていたようです。
 県外では「下道」が鎌倉から 金沢を通り都内・千葉県を東京湾沿いに下総国府方面に向かいその後常陸の国へと繋がっていたようです。
それら以外にも注目されている道筋として古代「東山道武蔵路」を踏襲したと思われる「堀兼道」や神奈川県相模原市橋本から都内の町田市相原町を通り八王子市片倉町に至る「御殿峠古道」はその先秩父道へと続く道と考えられ、この方面には羽村の「まいまいず井戸」などがあり埼玉県の奥武蔵の山ふところを北上する「山辺の道」と呼ばれる古道とも繋がりそうです。又都内の府中から中道・下道への連絡路とも思われる稲城市百村から川崎市麻生区に続き荏田・中山付近で「中道」に合流したと思われるルートは途中大規模な遺構が存在し注目されています。その他にも鎌倉街道と呼ばれる注目すべき道筋が幾つか有り、最後に京都と鎌倉を結ぶいわゆる東海道も鎌倉街道であったわけです。
次に鎌倉街道の特徴あげてみましょう。
鎌倉街道は名称の由来のところでもちょっとふれたように、鎌倉時代以前から使用されていた官道や各地域を結ぶ郡衙路などを鎌倉幕府の成立後に整備・編成された道と 考えられていて、古代或いはそれ以前にこの地域を通る重要路の前身があって、そういった古代の道との比較を考慮して検討していかなくてはならないと思われます。
 鎌倉街道の特徴として高橋源一郎氏の『武蔵野歴史地理』に説明されている内容と多くの研究されている先生方の資料を 基に簡単にまとめてみるとだいたいこのようになるようです。
1.なるべく平坦で最短距離を結びそして高低差の少ない坂道を選んでいて部分的には曲がっていても全体としてみれば直線的な道である。 
2.尾根や坂道では掘割状の凹道となり、台地や原野では道の両側に土手を築くことがある。 
3.二里から三里の間に宿をもうけ、宿のあった辺りには社寺が多い。 
4.宿の近辺以外は台地・微高地の尾根を多く通り、又河川流域の段丘を多く通っていることからおのずと村と村の境界を通ることが多い。 
● 鎌倉街道は道としてどの位の幅員があったのでしょうか。
　埼玉県教育委員会の歴史の道調査報告書に次のような内容のものがあります。
 　寄居町赤浜から荒川を渡河した地点で、そのまま花園村を南北に縦断して深谷、岡部、 本庄方面に向かう鎌倉街道は花園村内では通称「榛沢瀬」（はんざわせ）と呼ばれる道である。 伝承によると、 榛沢瀬の名の起こりは、建久四年三月、征夷大将軍頼朝が下野那須野、信濃三原に大巻狩りを行った際、 その威光の誇示と道中の安全を計って榛沢瀬左衛門なる人物に 築かせたことに始まるといい、 瀬左衛門は沿道の住民を駆使して荒川の河岸から岡部町榛沢村の辺りまで両側に七、八尺の高土手を備えた道幅三間、 土手敷各三間、総幅員九間ほどの道を築いたと伝えられる。
 　以上の内容からこの道は相当大規模であったことを物語っている。この榛沢瀬の街道遺構は戦前まで 山林として旧状を留めていたそうであるが、戦後の土地解放や圃場整備事業等で 僅かに一部の遺構を留めるのみであり、 しかしその僅かな遺構を調査してみると県内の代表的な遺構である毛呂山町市場や小川町伊勢根とほぼ一致することがわかったそうです。 
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 　ところで現在残っている街道跡と呼ばれる道は、私が県内の街道跡をいろいろ見てまわって来たところ、だいたい道幅は 二から四メートルといったところでしょうか。とにかく鎌倉時代初めから数えて八百年たってるわけですから、 作り変えられたり、廃道化して山林の中に埋もれたりしているもので、道として残っていても農道や小道となり、なんとか道として使用され続けているものがほとんどですから。
化粧坂（けわいざか）
鎌倉街道の起点は鎌倉市内の鶴岡八幡宮の参道（若宮大路）と流鏑馬道の交差するところと考えます。厳密にどこが起点と決まっているわけではないようですがこの付近を起点とする説が一般的なようです。鎌倉は南は海で他の三方は山に囲まれています。鎌倉への入り口として七切通しというのがあります。大仏・名越・朝夷奈・亀ヶ谷坂・化粧坂・巨福呂坂・極楽寺です。このうち化粧坂は源氏山の付近を通り表玄関的な入り口であったと思われます。昔は化粧坂は商業地域として賑わっていたといわれますが、現在は華やいだ観光古都鎌倉市街と違いさびしい昔のままの岩のむき出しの切通し道です。化粧坂の名前の由来に面白い言われが幾つかあって興味のある方は調べてみてください。鎌倉街道上道はこの坂から始まります。
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鎌倉街道の説明で鎌倉街道は一本の街道ではなく、関東の幹線路としても「上道」「中道」「下道」などがあることを説明させて頂きました。このサイトでは埼玉県内を通る「上道」を紹介しているわけですが、「上道」（鎌倉街道上道）とはどのような道だったのでしょうか。一般に鎌倉街道というと真っ先にこの鎌倉街道上道を取り上げることが多いようです。そのことから、もっとも知られた鎌倉街道といっても良いと思われます。鎌倉街道上道は、またの名を鎌倉街道西の道と呼ばれるように鎌倉から北へ向かうルートの西寄りにあり鎌倉街道の中でも古い時代から使用されていた道と思われます。「中道」ができる以前はこの「上道」を通り途中のどこかで分岐して奥州方面に向かったとも考えられているようです。「上道」は鎌倉を出た後、境川沿いを北上し多摩丘陵を越え武蔵国府（府中）に至り、その後武蔵野台地から比企丘陵をぬけ群馬県の藤岡に入り高崎付近に出ます。その後信濃方面と越後方面へと向かったルートです。
何故この鎌倉街道上道がもっとも知られた道筋なのでしょうか。それは文献的史料やこの道が通過する地元の街道伝承が多く残り、道筋周辺の古戦場などの史跡や街道遺構の多いことが挙げられます。しかしこの道が他の道より知られているのは、なんといっても新田義貞による鎌倉幕府滅亡の時の進撃路であったことだと思われます。世に知られた分倍河原の古戦場はこの道のルート上にあるわけであります。「いざ鎌倉」と幕府の御家人達が馳せ参じた道が鎌倉幕府滅亡の道となったことは何と皮肉なことでしょうか。さらにこの道は武蔵国の府中を通過しています。中世の関東において武蔵府中は政治・経済・文化・軍略上の要であったと思われます。又府中を通過するということは鎌倉時代以前にも重要幹線路がこの道と同じルートを北関東へ向かっていたと考えられるわけです。そして鎌倉時代以降も南北朝・室町・戦国時代の関東における古戦場の多くはこの「上道」上にあるのです。このように現在はほとんど忘れさられてしまっている「上道」は少なくとも中世までは関東において東海道と同じ位に重要な幹線路であり天下の大道であったのです。
「宴曲抄」からみた鎌倉街道上道
ここで鎌倉街道上道の道筋を詳細に伝える鎌倉時代末期の文献を紹介します。
 鎌倉の極楽寺の僧である明空という人によって書かれた「宴曲抄」というのがあります。当時流行っていた歌謡の一種である宴曲の作品集であるそうです。その中に「善光寺修業」と題する鎌倉から信濃の善光寺に参詣する道中を歌い込んだ作品があり現在知られている鎌倉街道上道の道筋が明確に語られています。
 以下にその一部を記してみます。
吹送由井の浜音たてて、しきりによする浦波を、なを顧常葉山、かわらぬ松の緑の、千年もとをき行末、分過秋の叢、小萱刈萱露ながら、沢辺の道を朝立て、袖打払唐衣、きつつなれにしといひし人の、干飯たうべし古も、かかりし井手の沢辺かとよ、小山田の里にきにけらし、過ぎこし方をへだつれば、霞の関と今ぞしる、おもひきや、我につれなき人をこひ、かく程袖をぬらすべしとは、久米河の逢瀬をたどる苦しさ、武蔵野はかぎりもしらずはてもなし、千草の花の色々、うつろひやすき露の下に、よはるか虫の声々、草の原のより出月の尾花が末に入までにほのかに残晨明の、光も細き暁、尋ても見ばや堀難の出難かりし瑞籬の、久跡や是ならん、あだながらむすぶ契の名残をも、ふかくや思入間川、あの此里にいざ又とまらば、誰にか早敷妙の、枕ならべんとおもへども、婦にうはすのもりてしも、おつる涙のしがらみは、げに大蔵に槻河の、流れもはやく比企野が原、秋風はげし吹上の、稍もさびしくならぬ梨、 打渡す早瀬に駒やなづむらん、たぎりておつる浪の荒河行過て、下にながるる見馴川、見なれぬ渡をたどるらし、朝市の里動まで立さわぐ、是やは児玉玉鉾の、道行人に事とわん、者の武の弓影にさはぐ雉が岡、矢竝にみゆる鏑河、今宵はさても山な越ぞ、いざ倉賀野にととまらん、夕陽西に廻て、嵐も寒衣沢、末野を過て指出や、豊岡かけて見わたせば、ふみとどろかす、乱橋の、しどろに違板鼻、誰松井田にとまるらん、
以上「宴曲抄」の第一部で鎌倉から上州松井田までの鎌倉街道上道の地名が書き連ねられています。しかし中には、はっきりと地名を書かずに隠し地名のようき書かれている部分もあるようです。この文章のどこに鎌倉街道上道の地名が載っているか探して見ましょう。答えはこちらを見てください。
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鎌倉古道　鎌倉街道・鎌倉往還
鎌倉古道の説明
「上の道」上ツ道、中の道」中ツ道、「下の道」下ツ道
鎌倉時代には、鎌倉から北関東に向かい三本の道が、官道として整備されていた。幅はせいぜい一間程度で特徴としては、舌状大地の先端から一気に尾根へ昇り、尾根伝いに深さ三尺位の堀道にしていたらしい。文献的には「鎌倉往還」と呼ばれていたようだ。現在の呼称は「鎌倉街道」でも「鎌倉古道」でも良いのだが、江戸時代に流行った江ノ島鎌倉詣での道が、こあざ的に「鎌倉街道」の名が残っているようで、鎌倉時代の道は意外に知られていない。そこで、あえて「鎌倉古道」と呼ぶ事にしている。
なぜ尾根伝いかと云うと、川を渡る機会が少ないのでどんなに雨が降っても通行不能になることがなく、古い鎌倉時代以前の道と考えられる。里山と田の境の「里山裾の道」は通常の雨では通行は可能だが、ちょっと大水が出ると通行不能になってしまうから、物資の流通が盛んになった室町頃から街道の役目を果たし始めたと思われる。谷底を通る広い「自動車道」は治水や河川や下水道が改修されたつい最近の戦後の道だ。
何故堀道にしたのかと云うと、山賊などに襲われた時に堀残しの土居が楯（土塁）の役目をする説と、早馬を走らせた場合に三尺の深さの堀道を体高四尺八寸（八騎約１４４ｃｍ位）の馬が走るなら土居が方向を制約するので道を踏み外すことがないはずだ。 
鎌倉道はТ字路の交差点を造り、Y字の交差点はない。Y字だと「下左図のように」Yに合流する先へ向かう馬同士が衝突する恐れがある。T字路に造れば、突き当たる側の馬が六尺幅しかない道の先に背丈ほどもある萱や雑木の藪が繁っているので、自然に一時停止をするからだ。やむを得ずY字にぶつかる所では、その手前で道を曲げて「下中央図」のようにT字路に造っている。（最近の交差点はそう造り替えてるので歴史は繰り返される。）今でも時々Y字路の手前にT字路もあり、三角の無用地が面影を残しているのは、鎌倉期のT字路で曲らず近回りのため真っ直ぐ通ってしまったからであろう。なお、鎌倉道には十字路もない。十字路になるところは、同様の理由で「下右図のように」必ず一方をずらしているので、＠塾長は「喰い違いの十字路」と呼んでいる。 
http://8tagarasu.cocolog-nifty.com/sakamitisannpo/2013/10/post-b2ba.html
鎌倉街道（上の道①）
鎌倉駅（JR横須賀線）・・・鶴岡八幡宮・・流鏑馬馬場（鎌倉街道起点）・・西鳥居・・・鉄の井（鎌倉十井）・・・鎌倉市川喜多映画記念館・・・岩窟不動尊・・・扇ヶ谷踏切（横須賀線）・・・寿福寺・・・英勝寺・・（伝）阿仏尼の墓・・・隠里稲荷・・・（伝）景清の土牢跡・・・化粧坂切通し・・・源氏山公園・・日野俊基の墓・・・藤原仲能墓碑・・・葛原岡神社・・・山の内配水池・・・日当公園・Ｓ字坂・・・梅見坂上・・・日当り坂上・・西の坂・・・深沢中学校・大仏切通し経由上の道合流地点・・・東光寺・・・駒形神社・・・大慶寺・・・（湘南モノレール）・洲崎古戦場跡あたり・・・天満宮・・・泉光院・・・（ＪＲ東日本大船工場引込線跡？）・・・町屋橋（柏尾川）・・（藤沢市）・・・JR東海道線ガード・・・十二天公園前バス停→藤沢駅
鎌倉街道（上の道②）
藤沢駅（JR東海道線）　バス→十二天公園前・・村岡二丁目交差点・貝殻坂・・長福寺・・村岡城址公園・・・日枝神社・・・渡内交差点・県道302号・・・慈眼寺・・・（県道312号）・・・森坂稲荷・・・柄沢神社・・・道祖神①・・・道祖神②・・・滝ノ川・・・旧東海道（県道30号）・（戸塚区）・・鉄砲宿（間の宿）・・・東俣野陸橋（国道1号）・・・俣野別邸庭園・もみじ坂・・・庚申塔など・・・八坂神社鳥居・堂坂下・水堰橋経由合流地点・・・八坂神社・・・龍長院・・・宇田川橋（宇田川）・・・鼻返し橋・・・俣野観音堂・・・上俣野神社・・・庚申塔・・・境川遊水池公園・・(泉区）・・・東泉寺・・・琴平神社・・・富士塚城址公園・・・（横浜市営地下鉄）・（相鉄いずみ野線）・・・左馬神社①・・・県道22号（長後街道・大山道）・・無量寺・・・飯田神社（サバ神社②）・・・いちょう団地・・・本興寺・上飯田せせらぎ緑道・・・（東海道新幹線ガード）・・・羽太郷土館跡・・・道祖神・・・柳明神社・堅牢地神塔道標・・・出水橋（相沢川）・・・（中原街道（県道45号））・・・宗川寺・・・新道稲荷神社・・・左馬神社③・・・西福寺・・・稲荷神社・・（厚木街道）・・・道祖神・地神塔？・・・（相模鉄道）・・・大門小学校・・・地神塔・庚申塔・・・境川・・・（国道467号）・・・大和駅（小田急江ノ島線）
鎌倉街道（上の道③）
大和駅（小田急江ノ島線）ﾀｸｼｰ→大門小学校・・・大門川・・・日枝神社・・・瀬谷神明社・・・瀬谷銀行跡・・・善昌寺・・・北向地蔵堂・県道401号（かまくらみち）・・・妙光寺・・・牢場坂・・・若宮八幡神社・・（東名高速道路）・・・旧道・・・目黒交差点（国道246号）・・鶴間橋①（境川）・（大和市）・・・大山街道交差地点（観音寺前交差点）・観音寺・鎌倉街道標柱・・県道56号（八王子街道）・・・旧道・地蔵祠・・・（東急田園都市線）・・・公所橋（国道16号）・・・公所浅間神社・・・（県道56号）・・・定方寺・寺の坂・・・鶴間橋②（境川）・（町田市）・県道56号・・・・金森天満宮・・・杉山神社・・・町田天満宮・・町田参宮橋（JR横浜線）・・・浜街道（絹の道・町田街道）合流地点・・・絹之道碑（小田急町田駅）・・小田急線踏切・・鶴川街道（県道3号）・・・鎌倉街道（県道52号）・・おんな坂・菅原神社・井出の沢古戦場碑・おとこ坂・・・旧道・・稲荷坂・・藤木稲荷・・稲荷坂橋（恩田川）・・・養運寺・・・宏善寺・・・ひなた村（日向山公園）・・・今井谷戸交差点・・・町田ダリア園・・・鎌倉井戸・七国山鎌倉街道碑・・・稲荷大明神社・・・新鎧橋（鶴見川）・・鎧橋？・・・県道57号・・神学校バス停・旧道・・・野津田高校・・・小野路一里塚跡・・向坂・・・白道寺・・・県道156号・・・小野神社・・小野路宿里山交流館・・小島資料館・・・双体道祖神など・・・ショパン坂・・・恵泉女学園・・・（多摩市）・・・鎌倉古道標柱・・多摩ニュータウン貝取団地・・・鎌倉街道（県道18号）・・せせらぎ緑道・・瓜生一里塚跡碑・・・（小田急線・京王線）・・・新大橋（乞田川）・・・乞田交差点・・・永山橋（乞田川）・・・京王永山駅
鎌倉街道（上の道④）
永山駅（京王相模原線）・・・永山橋（乞田川）・・永山橋交差点（鎌倉街道・県道18号）・・ころげっと坂・・・旧鎌倉街道・・古市場跡・・多摩市役所・・沓切坂・・庚申塔・・県道18号・・・霞ノ関南木戸柵跡・熊野神社・・・馬頭観音・・・関戸古戦場跡・地蔵堂・・・大栗橋（大栗川）・・・関戸橋（多摩川・関戸の渡し跡）・（府中市）・・・中河原駅（京王線）・・・中河原駅北交差点・・法音寺・・・分梅橋（新田川）・分倍河原古戦場碑（新田川分梅公園）・・（中央道）・・・光明橋跡・・光明院坂・光明院・・・高倉塚古墳・・・神社前踏切（JR南武線）・・・八雲神社・元応の板碑・・・浅間神社・庚申塔・・・（旧甲州街道）・・・（甲州街道）・・・東芝府中工場迂回・・・県道20号・・・白明坂（鎌倉街道裏街道）・・県道20号・・・武蔵台緑地・・黒鐘公園・武蔵国分尼寺跡・・・鎌倉街道切通し・・尼寺北方の塚・・（伝）祥応寺跡・・・泉町陸橋（JR武蔵野線）・・・東山道武蔵路跡・・・西国分寺駅（JR武蔵野線）
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